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序にかえて 菅 裕明（東京大学大学院理学系研究科） 

 

序章 

総論：中分子ペプチド医薬の歴史と展望 玉村啓和（東京医科歯科大学生体材料工学研究所） 

 

第 1章 新規ペプチドの設計・合成・探索 

Ⅰ 設計 

1）遺伝暗号リプログラム 加藤敬行（東京大学大学院理学系研究科） 

2）天然物由来ペプチドの設計①（擬天然ペプチド） 後藤佑樹（京都大学大学院理学研究科） 

3）天然物由来ペプチドの設計②（膜透過にもふれながら） 永澤秀子（岐阜薬科大学） 

Ⅱ 合成・展開 

4）特殊ペプチドのマイクロフロー合成技術 

 布施新一郎（名古屋大学大学院創薬科学研究科） 

5）環状ペプチドの合成・探索とタンパク質間結合の阻害 

 村田陽二（神戸大学大学院医学研究科） 

6）糖鎖ペプチドの精密合成と機能解析 梶原康宏（大阪大学大学院理学系研究科） 

7）副反応を起源とするペプチド修飾 大高 章（徳島大学大学院薬学研究科） 

8）天然物由来ペプチドの全合成 井上将行（東京大学大学院薬学系研究科） 

Ⅲ 探索・シミュレーション 

9）ペプチドライブラリー構築と機能性分子の探索 

 大河内美奈（東京工業大学物質理工学院） 

10）中分子ペプチド医薬のシミュレーション（膜透過性予測を含め） 

 秋山 泰（東京工業大学情報理工学院） 

 

第 2章 薬理活性の創出 

1）代謝関連生体ペプチド由来医薬 高山健太郎（京都薬科大学生命薬科学系） 

2）クリプタイドを標的とする創薬 向井秀仁（長浜バイオ大学） 

3）人工抗体の開発 村上 裕（名古屋大学大学院工学研究科） 

4）新規人工ペプチド医薬の開発 酒井克也（金沢大学がん進展制御研究所） 

5）ユビキチンへのラッソ・グラフト 今井幹雄，菅 裕明（東京大学大学院理学系研究科） 



第 3章 デリバリー・膜透過改善への取り組み 

1）経口剤としての特殊ペプチド 太田 淳（中外製薬株式会社） 

2）生理活性ペプチドの DDS 勝見英正（大阪大谷大学） 

3）膜透過性ペプチドと人工中分子ペプトイド 森本淳平（東京大学大学院工学系研究科） 

4）ペプチド・タンパク質の細胞内局在制御 

 築地真也（名古屋工業大学生命・応用化学専攻） 

5）小腸吸収・脳関門透過を促進する DDS キャリア 

 伊藤慎悟（熊本大学大学院生命科学研究部） 

 

第 4章 疾患治療への応用・将来の創薬への課題 

1）骨形成・再生を促進するペプチド医薬 青木和広（東京医科歯科大学） 

2）利尿ペプチドとペプチド医薬 

南野直人（国立循環器病研究センター），古谷真優美（アスビオファーマ/京都大学）， 

小川治夫（京都大学），錦見俊雄（わかくさ竜間リハビリテーション病院/京都大学） 

3）GLP-1/GIP dual agonist のペプチド医薬 矢部大介（京都大学大学院医学研究科） 

4）規制ガイドラインの現状と課題・展望 出水庸介（国立医薬品食品衛生研究所） 
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